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論　　文　　の　　要　　旨
　昆虫の成長ラ発育は主に脳から分泌される前胸腺刺激ホルモン（PTTA）ヨ前胸腺からのエクダイ
ソノとアラタ体（CA）からの幼若ホルモン（JH）が相互に影響しあって雪調節されている。そのう
えヨ昆虫の種類によって調節様式が異なり非常に複雑である。本論文は蕨菜の重要害虫であるヨト
ウガ幼虫を用いラ組織学的ならびに実験生物学的手法を用い。この問題を追求したものである。
　第1章では発育時期を追って脳の神泌分泌細胞（NSC）群の組織学的な観察とヨNSCの移植ある
いはNSC焼却脳の移植実験により，脳間部のNSC群の1部と側方部のNSC群とからTPPHが放出
されることを確認しヨ前者では特にtypeIIが主要な分泌細胞群であることを明らかにしている。
　脳のNSCが分泌するPTTHの作用で前胸腺はエクダイソンを分泌しヨ脳はまたCAの機能をも調
節していることが知られているが害反対方向の調節を予測して、第2章では20一ハイドロキシエク
ダイソン（β一E）ラJHの2種類のホルモンの脳の機能に対する影響を調べている。前章で明らかに
されたPTTHと推測される終令幼虫のNSCの神経分泌物質（NSM）を指標としてヨー連の実験を行
いヨ9ut　p岨ge（GP）後β一Eは脳のNSCにおけるPTTHの合成と放出に対して正のフィードバツク
作用を示すことを明らかにした。さらにヨ終令幼虫の前胸腺の除去とJHの注射ラ種々の時期の幼虫
から摘出した脳のJH含有培地での培養雪脳の移植実験などから、JHは特定の時期の脳のNSCに作用
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し，PTTHの放出を阻害するが，NSMの合成に関与しないことを明らかにしている。
　第3章ではJHの前胸腺活性化作用を見出し、JHとPTTHの前胸腺活性化作用の比較を行ってい
る。頭胸間を結紮した終令幼虫にJHの施用、遊離腹部に前胸腺を移植した後JHの施用，脳の移植な
どの実験を通してラ脳（PTTH）による前胸腺の活性化は終令幼虫から蠕期を通してみられ，JHに
よる前胸腺の活性化は終令4日目以後の発育時期の前胸腺のみに認められた。そこで，終令2～5
日目の頭胸問結紮幼虫で、結紮後種々．の日数が経過してからJH施用ヨ脳移植を行い。次のことを明
らかにした。終令2～3日目の幼虫は結紮後直ちにJHを施用すると蠕化しなかったが、日数が経過
してから施用すると蠕化した。脳の移櫃の場合は結紮後直ちに移植すると高い踊化率を示したがラ
結紮後日数が経過してから移植すると蠣化率は除々に下がった。これらの結果からヨpTTHとJHに
よる前胸腺活性化の機構は異なっていることが推測された。前胸腺がJHによって活性化される機構
を明らかにするために。終令3日目に頭胸問を結紮した幼虫に脳の磨砕物を注射する実験あるいは
脳の移植3日後にJHを施用する実験害PTTHに1度さらした前胸腺を涛離腹部に移植しJHを施用
する実験事脳の磨砕物の代わりにβ一Eを注射し，JHを施用する実験などを行った。さらに2日目お
よび3日目に頭胸問を紮後日数が経過してからJHを施用すると踊化することからヨある程度aging
が進むとPTTHの作用によって，前胸腺がJHによって活性化されるように条件づけられヨそのうえ
液性ラ神経性いずれの作用がなくても時問が経過することにより前胸腺が活性化されることを明ら
かにした。
　次の終令幼虫でラ初期にJH　titerが上昇後低下し，GP後に再びそれが上昇することが知られてい
るので。JH　titerの変動が生理的にどのような意味をもっているかを検討している。終令1日前から
4日目に至るまでCAを摘出（一CA）するとラGPから蠕化までの期問が対照区に比べて1，8～2．6日
長くなった。そのうえ，得られた嬬は正常に脱皮できずう複眼に黒化した部分を持つ異常蜻が多く
みられた。一CAした幼虫がGPに達した時にJHを施用するとヨGPから蠕化までの期問が短縮し、対
照区と同様となることが認められラ得られた蠕の形態は正常であった。JHの代わりにβ一Eを注射し
たときは蠣までの期問は短縮したが雪複眼などの異常形態は消失しなかった。これらの事実からヨ
GP以後に放出されるJHの役割として1）前胸腺の活性化害2）早熟変態阻害の2つがあげられる。
　次に休眠に条件づけた終令幼虫にJHを施用すると得られた踊は休眠に入らずヨ直ちに成虫化発育
する個体が現われた。この原因を調ベヨ次のような知見を得ている。幼虫期に施用したJHは前胸腺
を活性化しヨその活性は蠕期まで維持される。この前胸腺が分泌したエクダイソンは脳を活性化しヨ
PTTHが分泌され，前胸腺に作用することになる。エクダイステロイドは前胸腺を活性化すること
が知られておりヨ自からも確認しているので、上記の3つの作用により活性化された前胸腺より分
泌されたエクダイソンの影響により休眠に入らない個体が生じたのであろう。この結果は、既に述
べた脳のNSCにおけるPTTHの合成と放出に対するβ一Eの正のフィードバツク作用ならびにJH
の前胸腺活性化作用によって説明できる。
　これらの研究結果から里昆虫が正常に発育するためにはヨ3種の内分泌器官が複雑に影響しあっ
ており、それらが適度のバランスを保ちながら機能することが必要であると結論している。
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審　　査　　の　　要　　旨
　昆虫の発育，変態の機構を解明することは長年の問題でありラ多くの研究者により試みられて来
た。本研究でヨトウガの終令幼虫期から踊期にかけての変態期における脳ヨ前胸腺ヲアラタ体から
分泌されるホルモンの相互作用を明らかにしたことは重要な意義があると考えられる。特にエクダ
イソンおよびJHの脳に対するフィードバック作用の発見は高く評価される。さらにJHによる前胸
腺の活性化を見出しラpTTHによる前胸腺の活性化のしくみと異なることを明らかにしている。す
なわち，脳（PTTH）による前胸腺の活性化は終令幼虫から蜻期を通してみられヨJHによる前胸腺
の活性化は終令4日目以後の発育時期の前胸腺のみに認められた。すなわちヨ4日目以降JHによっ
て前胸腺が活性化される機構は次のようになることを実験的に明らかにした。前胸腺はある程度
agingが進んでPTTHに1度さらされると、JHによって活性化される能力を獲得することになる。
次にヨ終令幼虫後期のJHの役割はJH前胸腺活性化作用によりGP後蠕までの期問を短縮し，さらに
早熟変態を阻止することであることを見出したことは高く評価される。
　これらの研究の根拠となるのは著者の綿密な実験計画と内分泌器官摘出。器官培養などの技術の
高さによるものである。
　これら一連の研究は鱗翅目昆虫の変態の内分泌機構の解明に寄与するものであり，害虫防除に応
用の期待される昆虫ホルモンヨ抗昆虫ホルモンの開発に重要な示唆を提供するものであり，これら
の分野における一つの進歩に貢献したものということができる。
　よって、著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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